

授業名称：高齢者向け災害対策の検討
シ　ラ　バ　ス

概要：

高度な機能を有するGIS(*)を活用することによって、「災害時要援護者の分布の作成」「避難所の収容人数の過不足の試算」「避難ルートの検討」などの場面でGISが有効であることを講師の実現を通じて学ぶ。なお、演習にあたっては、「高齢福祉関係の計画策定／政策立案のための基礎分析（地域カルテの作成と活用）(2)」で行う分析方法の習得が必要となる。
(*)本演習に含まれる分析を行うには、ArcGISの「Network Analyst」という高度なエクステンション（ルート解析機能）が必要となる。ただし、「Network Analyst」を有したArcGISを準備できない場合でも、本テキストを用いた座学形式の講習により、後述の学習目標の達成は可能。
学習目標：

1 GISを用いて、災害時要援護者（高齢者）の分布図を作成するイメージをつかむ。

2 GISを用いて、避難所の収容人数の過不足の試算を行うイメージをつかむ。
3 GISを用いて、避難ルートを検討するイメージをつかむ。
受講対象：

①地方公共団体等で介護・福祉業務に従事している者

②情報部門でGISの導入・利活用推進を担当している者

③防災部門で高齢者等の要援護者向け災害対策を担当している者

④まちづくり部門で福祉関連施設の整備等で福祉部門との連携が必要な者

⑤その他、地方公共団体におけるGISの活用に関心のある者
教育手法：

Network Analyst を有するArcGISによる演習（講師実演）
担当講師及び講師の必要要件：

実演による演習を行う場合は、ArcGISの基本操作及びNetwork Analyst、さまざまな地理空間情報（国勢調査GISや基盤地図情報など）を理解している者
参考資料：

特になし
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